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今月の
新着本

｢社長、命｣
金宇満司

イースト・プレス

石原裕次郎の壮絶な生
涯と元石原プロ常務で

撮影監督の著者がキャメラをおき、
裕次郎の介護に尽くした２，２５０日
の命の記録。裕次郎デビュー５０周
年記念特別出版。【長岡図書館所蔵】

｢１２歳からの読書案内｣   
金原瑞人

すばる舎

多感な時期だからこそ
読 み た い 本 が あ る 。

「いのち」「愛」「勇気」「希望」の大切
さ。親が教えてやれないことは多い
から、中学・高校生に贈りたい心の
バイブル１００冊。【中央図書館所蔵】

【中央図書館：電話０５５８‐７６‐５５６６】
休館日 ４月３日（月）･１０日（月）･１７日（月）･２４日（月）･

２８日（金）･２９日（土）
【長岡図書館：電話０５５‐９４７‐２３６４】
休館日 ４月２８日（金）･２９日（土）

【韮山図書館：電話０５５‐９４９‐８６０５】
休館日　４月３日（月）･１０日（月）･１７日（月）･２４日（月）･

２８日（金）･２９日（土）

｢チーム・バチスタの栄光｣   
海堂尊

宝島社

バチスタ手術（心臓移
植の代替手術）の専門

チームを有する大学病院で立て続け
に術中死が発生。医療過誤か殺人か、
万年講師と変わり者の役人が死の謎
に迫る。 【中央・韮山図書館所蔵】

同期入社してバブル期を共に働く
「私」と「太っちゃん」。仕事を通
して築かれた男女の信頼と友情を
確かな筆致で描く、第１３４回芥川
賞受賞作品。「勤労感謝の日」を併
録。 【韮山図書館所蔵】

「沖で待つ｣
絲山秋子

文藝春秋

｢すこやかにおだやかに

しなやかに｣  
谷川俊太郎／佼成出版社

磨きぬかれた日本語が
描き出す人間の心の

「ゆらぎ」とそこに現れる「生きてゆ
くこと」の意味。生命力あふれる写
真と声に出して味わいたい「こころ
の詩」１２編。 【韮山図書館所蔵】

｢皇族たちの真実｣   
竹田恒泰／小学館

２０００年以上続いた皇
室の歴史の中で、３回
あった皇統断絶の危

機。いずれも傍系の男性皇族が即位
し皇統を繋いできた。旧皇族出身の
著者が皇室の歴史、自身の覚悟を語
る。 【長岡図書館所蔵】

｢砂漠の薔薇｣
新堂冬樹／幻冬舎

ハイソな奥様の輪に加
わり、娘の「お受験」
にのめり込む中西のぶ

子。なぜ親友の娘を殺す必要があっ
たのか。平凡な主婦を殺人へと駆り
立てた狂気を描く衝撃の犯罪小説。

【長岡・韮山図書館所蔵】

｢ズッコケ中年三人組｣   
那須正幹／ポプラ社

昨年完結したズッコケ
シリーズ。１９７８年の
スタート時に６年生だ

った３人も不惑の歳を迎えた。さて、
３人の人生は？かつてのズッコケ愛
読者から現在の子どもまで楽しめ
る。 【中央・長岡図書館所蔵】

｢センチメンタル・

サバイバル｣  
平安寿子／マガジンハウス

独身で働く叔母の家に
家事一切を引き受ける

条件で同居をはじめた２４歳フリー
ターのるか。理想と現実の狭間で揺
れ動くガールズライフを描いた異色
作。 【中央図書館所蔵】

問合せ｢その歌声は天にあふれる｣
ジャミラ・ガヴィン

徳間書店

舞台は１８世紀の英国。
残忍な仲買人の父親と

汚れなき魂を持つその息子。そして
様々な境遇の少年たち…。物語を彩
る音楽の描写が美しい、痛ましくも
力強い物語。 【中央図書館所蔵】
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日　時 ８月２９日（火）まで
９：００～１６：３０

入館料 大人２００円／小中学生１００円
江川邸との共通入館料
大人４００円／小中学生２００円

※伊豆の国市民は半額です。
※毎週水曜日は休館日です。
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江川太郎左衛門英龍（坦庵）
（大國士豊画）

開催中です

8/29
(火)まで

市内の文化財を
再 調 査

平成１７年度～１８年度にかけて、新たに任命
した市文化財保護審議員６人による市内文化財
の再確認が行われています。

市内の指定文化財をすべて現地確認して、名
称や分類、指定根拠などを市の統一した規格に
しようというものです。

確認調査では、文献資料と現地調査を湯之上
隆（市文化財保護審議委員長、静大教授―中世）、
瀬川裕一郎（考古学）、建部添宣（建造物）、吉
川裕子（民俗学）、橋本敬之（近世）、櫻井祥行

（近現代）の各専門研究者が行っています。
３月４日には、伊豆長岡地区内の指定文化財

１１カ所を巡回調査しました。

他市町の中学生と一緒に航海体験や洋上研
修、そして雄大な自然に囲まれた北海道での
様々な体験学習を通じて、仲間づくり、思い
出づくりをしてみませんか。
問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４９‐６８０９

第６回

静岡県東部少年の船

実施期間 【第１船】７月２７日（木）～８月２日（水）
【第２船】８月１８日（金）～２４日（木）

研修地 北海道（日高・大雪・札幌）
資　格 伊豆の国市、沼津市、御殿場市、三島市、裾野市、函南町、

清水町、長泉町に在住の全研修日程に参加可能な中学生
定　員 第１船・第２船各１０人
参加費 ４０，０００円　
※申し込み方法や詳細は、４月中旬ごろ

に各中学校を通じてお知らせします。

北の大
地へ！

異国船情報の一例。
天保８年浦賀に来航した
モリソン号（江川文庫蔵）


